
環境経営レポート
2022 年度2022 年度

（対象期間 2022 年9⽉1⽇〜 2023 年3⽉31⽇）

事業所の写真、従業員の集合写真、製品（商品）等の写真を入れるとよい。

“技術と⼈が未来を拓く”

発⾏⽇： 2023年4⽉30⽇
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川瀬建設株式会社は 建設事業を通じ ますます深刻化する地球温暖化や 今後予測される

環境経営理念

環境経営⽅針

　川瀬建設株式会社は、建設事業を通じて、ますます深刻化する地球温暖化や、今後予測される
資源の枯渇に、従業員⼀丸となり⾃主的・積極的・継続的改善に取り組みます。

　地球環境と誠実に向き合うことは、この地域で暮らす⼈に「安⼼」「安全」をお届けすることと同時に、
当社の重要な社会的責任であると考えています。

1 ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

環境保全への⾏動指針

２ ．具体的に次のことに取り組みます。

① 省エネルギー等により⼆酸化炭素排出量の削減。

② 廃棄物の削減および建設副産物のリサイクルに努めます。

③ ⽔資源の節⽔。

④ 事務⽤品等のグリーン調達に出来るだけ努めます。

⑤ コピー⽤紙の削減。

⑥ 事務所および⼯事現場周辺の整理整頓など清掃活動。

⑦　　環境に配慮した⼯事に努めます。

⑧　　SDGｓの取組を推進します。

3 ．全員で環境改善に取り組みます。
　　　　　　　　　　　　　　　　

川瀬 雄一代表取締役社長

制定⽇： 2022年10⽉1⽇
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１） 名称及び代表者名

川瀬建設株式会社

組織の概要

代表取締役社⻑　川瀬　雄⼀

２） 所在地

本社・倉庫 ⻑野県松本市奈川2327

３） 環境管理責任者⽒名及び担当者連絡先

責任者　 奥原　次男 TEL：０２６３-７９-２１１１
担当者 吉本　紀⼦ TEL：０２６３-７９-２１１１

４） 事業内容

⼟⽊部部⻑
総務部課⻑

総合建設業（⼟⽊⼯事、とび・⼟⼯⼯事、舗装⼯事、造園⼯事、解体⼯事）

５） 事業の規模

売上⾼ 　　　61,700万円（2021年度）,
従業員 名
延べ床⾯積 ｍ2 、倉庫　 ｍ2

６） 事業年度

本社 1,238 1,329
29

⽉ ⽇ 〜 ⽉ ⽇

登録組織名： 川瀬建設株式会社

311 8

認証・登録の対象組織・活動

9

対象事業所： 本社・倉庫
対象外： なし
活動： 総合建設業
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1.当社のEA21を運⽤するための組織を次の通りとする。 更新⽇：

環境経営組織及び役割・責任・権限
2022年10⽉1⽇

代表者代表者
（代表取締役社⻑）

環境管理責任者
EA21事務局

定例役員会

営業部総務部

⼯事現場

⼟⽊部

2.責任及び権限

責任者

全従業員

・EA21に関する全ての責任と、運⽤についての権限をもつ
・EA21の実施及び、管理に必要な資源を⽤意する
・環境経営⽅針の策定・⾒直し及び従業員への伝達を⾏う
・環境経営⽬標、環境経営計画書の承認
・環境経営レポートの承認
・全体の評価及び⾒直しを⾏う

代表者

環境管理責任者 ・環境に関する実⾏責任者
・EA21を構築し、実施し、管理する
・環境経営⽬標、環境経営計画書の作成
・環境経営レポートの作成、公表
・環境負荷、取組の⾃⼰チェックの実施
・環境経営の取組状況を確認し、環境⽬標の達成状況を評価するEA21事務局
・問題点の是正・予防処置に対する指⽰と、改善や⾒直しに必要な処置を⾏う
・環境関連の外部コミュニケーション窓⼝
・環境経営実績の集計
・環境計画の審議
・環境活動実績の確認・評価
・各部⾨での環境経営⽅針の周知

定例役員会

・各部⾨での環境経営計画の実施状況及び、達成状況の報告
・各部⾨での問題点の発⾒・是正・予防処置の実施
・環境⽅針への理解と、環境への取り組みの重要性を認識し、実践する
・環境経営計画に従い、環境経営⽬標達成の為に活動する

各部⾨⻑

＜全従業員＞
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単位
kg-CO2 ※2022年は3⽉までの集計

2021年 2022年

廃棄物排出量
0

主な環境負荷の実績

405,892 227,066
2020年

⼆酸化炭素総排出量
項　⽬

トン
トン
㎥

kg-CO2/kWh
※2021年度のデータは期初から期の途中まで
※負荷の実績は⼯事現場を含む ※2021年度調整後排出係数を使⽤

⽔使⽤量 157
3860

0 87

中部電⼒ 中部電⼒ 中部電⼒
0 0.000 0.388

0　⼀般廃棄物排出量 0 0
1,007　産業廃棄物排出量

単位：t-CO2

カーボンニュートラルに向けたわが社の取り組み

2050年

385現在
385 20

省エネ+ハイブリッド⾞+再エネ電⼒

0

2021年

化⽯燃料

2030年

電⼒ 対　策

省エネ+太陽光発電+電気⾃動⾞+再エネ電⼒

23

0 省エネ+太陽光発電+電気⾃動⾞+再エネ電⼒

190 12

100

200

300

400

500

CO2排出量（ｔ‐CO2）

化石燃料 電力

0

100

200

2021年 現在 2030年 2050年
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環境経営⽬標及びその実績

中段：2022/9〜2023/3

2022年 2024年

評
価

2021年

上段：通期
2023年

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　年　度
　　項　⽬

〇
〇

✕
〇

17,843
97%

45,987電⼒による⼆酸化炭素削
減

kWh 47,409 46,935 33,315
（⽬標） （実績）

18,211

（⽬標）（⽬標）

12,666 11,264

88% 98%基準年度⽐ 99%
29030

kg-CO2 18,395

46,461
32,973 32,643

（基準値)

18,027
12,794

✕
〇

✕
〇

48,734
97%

323,641
97%

⾃動⾞燃料による⼆酸化
炭素削減

kg-CO2 333,651 330,314 326,978
250,044 247,543 177,941

基準年度⽐ 99% 50% 98%

49,739 49,237kg-CO2
44,346
50,241

基準年度⽐
灯油による⼆酸化炭素削
減 43,903 22,354

99% 88% 98%

✕
✕

〇 90%
0.97

kg-CO2 390,218
97%

340,156
4.3

2.6

建設副産物の再資源化率

8.4
基準年度⽐ 0.99 317% 0.98

394,241
4.4

336,755 240,588

90%

上記⼆酸化炭素排出量合計

% 90% 90% 98%

ｔ 4.5 4.4
2.6

基準年度⽐ 2021年 99% 71% 98%

廃プラ廃棄物の削減

✕
〇

〇

147

適正管理

の向上

化学物質の適正管理 適正管理

149

97%98%

⽔道⽔の削減 ㎥ 152 150

99% 84%
103 102 87

⾏動⽬標（次項による）

適正管理
環境に配慮した⼯事の推

適正管理 適正管理
基準年度⽐

⾏動⽬標（次項による）進
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数値⽬標：○達成　×未達成
活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電⼒による⼆酸化炭素削減
取組結果とその評価

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況
取り組み計画 達成状況

○

【評価】照明のLED化を⾏ったことにより、⽬標を達成できた。

【次年度の取組】次年度は、引き続き使⽤量の⾒える化などにより意
識向上を図り、更なる削減を⽬指す。

・不要照明の消灯
・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

・作業・業務の⾒直しによる効率化 ○

○
・働き⽅⾒直しによる残業時間の短縮

数値⽬標 〇
○

取組紹介欄

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

電力（kWh）
2021年 2022年

4⽉1⽉12⽉11⽉10⽉9⽉ 7⽉6⽉3⽉ 5⽉ 8⽉2⽉

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 6月 7月 8月

取組期間9月～3月

2021年

2022年

灯油による⼆酸化炭素削減

3,2405,7697,598

取組結果とその評価、次年度の取組内容

5,984 4,996 4,285
1,8812,601

〇

1,961 2,194
6,7435,933

4,281
4,8882,623 2,383 2,0441,706

○

6,140

【評価】暖房及び給湯設備の適正利⽤等により、⽬標を達成できた。

ど

達成状況

・暖房の適正利⽤
数値⽬標

3,474

取組期間9月～3月

取組紹介欄

・給湯の適正利⽤ ○
0

【次年度の取組】次年度は、引き続き使⽤量の⾒える化などにより意
識向上を図り、更なる削減を⽬指す。

8,000

10,000 灯油（ℓ） 2021年 2022年

0

2,000

4,000

6,000

8,000

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

2021年

2022年

4⽉ 5⽉ 6⽉

1,8353,929

2⽉
10 30

8⽉7⽉
3,170
2,18444

12⽉ 1⽉
590452

0 360
25 40

9⽉ 10⽉

626

11⽉
773 8,312 5,038 1,698

3⽉
40

0

,000

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月
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⾃動⾞燃料による⼆酸化炭素削減

・エコドライブの徹底

取組結果とその評価、次年度の取組内容
【評価】社⽤⾞の買い替え時、省エネ⾞を選定。更には、現場への乗
り合わせなどにより、⽬標を達成できた。

【次年度の取組】次年度は、引き続き使⽤量の⾒える化などにより意
識向上を図り 更なる削減を⽬指す

・現場への乗り合わせ⼈送の徹底 ○

達成状況
数値⽬標 〇

○

8

取組紹介欄

識向上を図り、更なる削減を⽬指す。

2,000

2,500

ガソリン（L) 2021年 2022年

0

500

1,000

1,500

,

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

2021年

2022年

1,0481,932 1,787 1,264 1,196 852
2⽉ 5⽉3⽉ 4⽉

843 1,010
1,092 1,053 1,087

6⽉ 7⽉

1,225 1,473

11⽉ 12⽉ 1⽉

1,500

10⽉

1,045 1,238
1,705 1,840 1,947 1,735

8⽉9⽉

軽油（取組紹介欄

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

軽油（L) 2021年 2022年

12⽉ 7⽉3⽉ 4⽉ 5⽉ 8⽉6⽉2⽉9⽉ 10⽉ 1⽉11⽉

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

2021年

2022年

9,611 9,052 9,044 16,804
10,338 4,3618,905

8,689
2,183

6,6675,23015,40516,753 5,615 1,754
13,5075,264 10,006 8,832

9,271
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廃プラ廃棄物の削減 取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

○
数値⽬標 ✕ 【評価】現場の内容に⼤きく作⽤される為、評価が難しいが、スタッフの

意識向上を⽬的とした⽇常的な声かけを実施できた。

【次年度の取組】再⽣率上げる取り組みを⾏う。

・作業ミスによる廃棄量の削減

9

取組紹介欄

3

4

5

廃プラ産業廃棄物（ｔ） 2021年 2022年

0

1

2

3

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

2021年

2022年

建設副産物の再資源化率の向上

6⽉
0 0

3⽉ 5⽉
0 20

4 3
0

【評価】最善な産廃処理業者を選定し、産業廃棄物の処分委託を
⾏っている。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

0
8⽉

・分別の徹底
〇

達成状況

12⽉9⽉

数値⽬標
○

0 0 1
0 0 1 1 0
0 1

10⽉ 11⽉ 7⽉4⽉2⽉1⽉

⽔道⽔の削減
【評価】⽇常的な啓発の効果が表れ 削減⽬標を達成できた

取組結果とその評価、次年度の取組内容

⾏っている。

【次年度の取組】適正な処理が⾏われているか、産廃処分業者の監
視を継続する。

分別の徹底

〇

0

数値⽬標

○

0 0

達成状況

0
0 0

取組紹介欄

【評価】⽇常的な啓発の効果が表れ、削減⽬標を達成できた。

【次年度の取組】次年度は、引き続き使⽤量の⾒える化などにより意
識向上を図り、更なる削減を⽬指す。

〇数値⽬標
・節⽔ポスター掲⽰・声かけなど啓発活動 ○
・地下⽔の活⽤（花の⽔やり・洗⾞など） ○

50
水道水（㎥） 2021年 2022年

0

10

20

30

40

50
水道水（㎥） 2021年 2022年

2021年

2022年 0 32 0
0 31 0 18 00

2⽉ 6⽉ 7⽉1⽉11⽉ 12⽉
0 22

14
16

8⽉9⽉
0

3⽉ 4⽉ 5⽉

18 0 23
40

0
25

10⽉

0

10

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月
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環境に配慮した⼯事の推進
【評価】現場ごとの安全教育や朝礼時に作業内容の確認を⾏い、作
業ミス防⽌を図っている。

【次年度の取組】現在の取組を継続する。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
○・作業ﾐｽの防⽌

10

取組紹介欄
＜安全教育の様⼦＞

課題を解決しチャンスを活かす取組
・各種認定の取得などによる⼊札ポイントの獲得 ○ 【評価】⼊札ポイントの獲得及び、優秀な⼈材の確保の為、各種認

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

取組紹介欄

定制度を利⽤。

【次年度の取組】エコアクション21の認証を活⽤し、より良い企業を⽬
指す。

・事業拡⼤の為の⼈材確保 ○
・働き⽅改⾰ ○

＜ユースエールを取得・厚⽣労働省のHPに当社のインタビュー記事が掲載されました＞

グリーン購⼊への取組

取組紹介欄
＜グリーン購⼊品＞ 【評価】ｺﾋﾟｰ⽤紙や衛⽣紙などはｸﾞﾘｰﾝ購⼊品を選択。事務⽤品は全て、環

境負荷低減に努めている企業(ｱｽｸﾙ社)から購⼊。

【次年度の取組】購⼊担当者を制限(総務部)し、現在の取組の継続を徹底す
る。
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＜本社＞

使⽤頻度の⾼い、⼟⽊部及び総務部、営業部、来客⽞関の照明(33箇所)をLED化(バイパス)⼯事実施。

これまでの環境活動の紹介

11

( ) ( )

＜バイパス⼯事の様⼦＞ ＜LED蛍光灯＞

電気使⽤量の削減に成功しました。

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

⼀般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出
適⽤される事項（施設・物質・事業活動等）適⽤される法規制

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

廃棄物処理法
建設リサイクル法 解体⼯事、建設副産物

浄化槽

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。
環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

業務⽤空調機・冷凍庫・冷蔵庫
消防法（危険物） 危険物の保管
フロン排出抑制法

油類・有害物質の保管
浄化槽法
⽔質汚濁法

苦情案件の発⽣なし

外部からの環境上の苦情・要請等
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緊急事態の想定： ⽕災の発⽣
■実施⽇： ■実施場所
■参加者： ■実施内容：全社員

2023年4⽉3⽇ 本社

緊急事態対応の試⾏・訓練

12

■評価： ☑ あり □ なし

■実施状況の様⼦
緊急事態の対応について教育及び⾮常⼝、消⽕器の場所を確認
＜消⽕器の設置個所の確認の様⼦＞　　　　　　 ＜教育の様⼦＞

緊急事態(⽕災)が発⽣した際、迅速に対応できる体制が整ったと判断します。

・⽕災発⽣時の対応についての教育
⼿順書の変更の必要性

緊急事態の想定： 油流出事故の発⽣
■実施⽇： ■実施場所
■参加者： ■実施内容：

■評価： □ あり ☑ なし

■実施状況の様⼦
緊急事態(油流出事故)が発⽣した際、迅速且つ適切に対応できる体制が整ったと判断します。

・流出事故対応について教育

現場事務所2023年2⽉1⽇
現場出向の社員及び下請け業者

⼿順書の変更の必要性

緊急⽤油液処理キットの使い⽅及び保管場所を確認
＜緊急⽤輸液処理キット保管場所＞ ＜教育の様⼦＞
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電⼒及び燃料他でおおむね⽬標を達成できた。

各取り組みにおいて、完⼯⾼による影響が⼤きくなるが、エコアクション21への取り組みを

代表者による全体の評価と⾒直し・指⽰   

13

各取り組みにおいて、完⼯⾼による影響が⼤きくなるが、エコアクション21への取り組みを
きっかけとし、環境に対する更なる意識向上を図り、⽬標達成に向けての取り組みを継続
したい。

令和5年4⽉30⽇

環境経営⽅針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営⽬標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

令和5年4⽉30⽇
代表取締役 川瀬 雄一

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

今回のエコアクション21の認定を取る為の作業は、既存の取組みを拾い集め、「取組に新

編集後記
今回のエコアクション21の認定を取る為の作業は、既存の取組みを拾い集め、「取組に新
たな意味を付与」「環境への更なる意識付け」を⾏う作業だったと感じます。

今後は、各部署の取組みをブラッシュアップし、環境への負荷軽減はもちろん、業務の更な
る効率化、川瀬建設の発展につなげていきたいと考えています。

令和5年4⽉30⽇
EA21事務局 吉本 紀子EA21事務局 吉本 紀子
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